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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・各自治体の健康福祉を担当する部署、小学
校・中学校の保健管理の担当者や、学校保健委
員会など、より効果的で長期的な健康改善に向
けた協働を期待します。

小中学校向け、保護者向けの健康教育講座な
ども実施可能です。
インターネット等の心身の影響についても調
査を実施し、フィードバックしています。
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全体 2002年 2017年 p
n % n %

私は将来は絶対
煙草を吸わない

349 62.7 237 82.6 <.001

家族に喫煙者が
いる

407 74.1 142 48.6 <.001

喫煙者:父 343 59.1 100 33.0 <.001
喫煙者:母 66 11.4 30 9.9 .002 

表1 家族の喫煙と自分の将来の喫煙予想
-15年前との比較-

nは「はい」の数を示す 無回答は除去している

図1 肥満度出現率（%） 2002年と2017年の比較

（注）全国（2017年）は，平成29年度（2017年）の学校保健統計
による12歳の肥満傾向児の出現率の全国値である
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医療・健康・福祉

農村地域 新潟県田上町の児童生徒の体格と生活習慣の調査

～ 長期にわたる定点調査 ～

研究の目的、概要、期待される効果

近年、子どもを取り巻く生活環境は大きな変化
が起こっています。コンビニエンスストアの増加
による食生活の変化、スマートフォン、SNSツー
ルの普及による言語発達や視聴覚、疲労度への影
響、友人関係構築など、子どもたちの心身の健康
に影響を及ぼしています。また家族の生活習慣も
変化しています。飲酒や喫煙等、家族の生活習慣
が変化する中で、児童生徒への影響や、健康教育
のあり方も変化を余儀なくされています。このよ
うな社会環境の中で、児童生徒への影響を考える
ときには、横断的な検討も必要ですが、長期にわ
たる定点調査による変化も非常に有意義なデータ
となります。
私たちは新潟県の農村地区である田上町と共同
して、15年前から児童生徒への健康調査ならび
に健康教育を実施してきました。児童生徒の肥満
度の変化や，家族の喫煙者の激減、児童生徒の喫
煙に対する認識など、大きな変化が15年間の間
にありました(図1、表1参照)。このように自治体
と連携し、地域の次世代を担う児童生徒の健康づ
くりの支援を続けています。


